
当方はメールアドレスを公開しているためスパムメールを含めて一日に１５０通ほどメールが送られてきます。
この、メールを安全に扱う為に行っている当方の処理方法を参考で記載しておきます。（ｵﾌｲｽ365により記載）

対策の基本的考え方
本文に記載されているテキストデータ部分の特異な言葉（文字列）を元に大きくは
次の様に振り分けています。

１安全なメール（右図ではBGALOG、EDXG、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ、企業販売）
・ 安心できる相手やデータは自分で作成したフォルダーに移動する。
（プログラムのユーザー、無線関係、よく使用する安全企業、など）

２問題のあるメール
・ スパムと思われる内容については、フォルダーへ取り込まない（煩わしいので受領
確認なく）で強制的に削除する。
（脅迫文、不正請求につながってくるものなどの不自然なメールはその都度新規に追加をしていきますと
この手のものは次第に自動削除され届いていることさえ分からないくらい全く見ることも無くなります。）

３受領ホルダーは注意をして確認
・ 基本的に初めてのメールでありメールを特に注意してチェックします。

※迷惑メールは使用しないで［１or２］に振り分け
・ もし、迷惑メールに入ってきた場合はチェックして「１、２」のいずれかのルールに振り分ける。

※[>]部分については詳細分類保存



１ルールを作成する前に移動保管するためのフォルダーを作成
しておく必要があります。
必要に応じて作成しておきます。
「⑥削除する（復元できません）」については作成不要です。

④詳細オプション(D)･･･を選択 （次のページ）
※細かいルールを設定する画面が表示されます。

この画面で続けるよりもわかりやすいです。

初回作成時のみ左の仕訳ルールの作成か実施（次回からは下の管理画面から開始します）
①ホーム
②ルール
③仕訳ルールの作成



スパムを全く表示しないで削除する方法

①必要項目にチェックを入れる
（選択項目を複雑にすると優先順位等
でわかりにくくなります）

②文字の指定
クリックすると文字を登録する仮面

※設定文字が含まれていると完全削除
となりますので文字列には特に注意
が必要です。

①

②

最後の［ ］の登録がない場合は
終了しないでループ状になってしまいます。
また、初期設定とルール見直しの場合は少し画面が異な
る場合があります。



その他のルール作成方法

①前ページにの仕訳ウィザードの要項目
にチェックを入れ「文字を設定」

②フォルダーの指定
クリックし移動先を指定します。

①
②



１ 実行したい内容にチェックを入れます。
通常は全てに入れておきます。

２ 今すぐ実行を押して必要とするデータが
移動完了しているか確認します。

３ 期待通りでない場合は「自動仕分けウィ
ザードを」見直します。

※ 設定終了後は自動的に仕分けが実施されます。

今回は本文の文字のみに特化してきましたが
「自動仕分けウィザード」を活用して効率的な
スパム対策を行ってください。


